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-新しい高岡者福祉ザ ピス

新しい膚厳者街従"'7'ーどスを利用してくだd/，J

~介樋保 険制度の導入!こ伴う新 規事業として次の事業を 行ってい ま す ~

側、 血軽厚生活援助車製

2主渇g寝間買を自宅に派遣して介額保験の.問介霞サービス〔同

l! ~花蓮院ど}山肌固目上の軍助析し明.

ヲピヌ内問 外出時の付き探い食事食材0"保大現認定藩鞠

の徹也人代筆朗鍵健機管3・6附する勘えなど 砂対象 おおむ

附;l11-I."l醐醐闘で惜酬の要介制定が 『酎緩J
以上の人 惨派通園叡.ど '"聞に 2iil撃で l嗣2時間まで ' 

E 岨一一 Ilfll!wP1(生活保護即時船

C~..涜笹田指遭昌i隔温富雄

笠通・R聖循海員登自宅に派遣 C.B微生活 ζ対する?宮司 安鍾，

行いま，

円相 綱決札術内の輔ヨt創刊品の問柚

助詞&ど 砂対....t;j;むね".以上で 介被保険の，廃合 記長認定が

「非核当j相当の人 (製支担度以卜ーの判例"不可) 砂深温園.忽ど

l 聞に2園 l図2時間まで ・自負掴… l刊 2.101'1('l: i~保

議会船J需は免除!

Z軍艦膏掴M!ア ピ;{<V申1;1や汁'lIi相談J;J:
(玄牛涜管理帽温栢闇宿自車話器

軍曹!J<V在害ヲI"1I茸望台Yターへ

市では ..標高齢者与どのための介霞網阪や必璽忽ヲー

口岬制的ど の 酬 を 師 自 湘 四 センター!と

隻医していま..，際陸組高齢者.どの在宅介趨についで困っ

ている人降気砲に栂険しでください.

〈在宅介緩支媛センタ 覧〉

， I ・A凶~".. 

.'広的隼活習慣D欠如してし、るひとD・6し高

齢者忽どを 一時間と箆配闘し肘

ザーピス肉脅 ..ε人工作 ム伺奪躍などに翻附

してもらL 刊F.i~'守慣会どの術揚 物理を行う Eと

もに体調の綱隻を図る ・対11....Jjjjむね6~.J1上

の倹府 高齢世僻で介麓保検問野介額沼定が"格

制 j相当の人{割前震以同州叫可 ・利

用醐ー 1舟月に'"以内 ・配岨 I!lJIKlI'1 

也捕t晴 受給符"免幅約

(411-芋尊~;G.!;醤含蓮華争If~~~勺苗電池公温E鑑

在宅重たきり高齢者毒事どの康俊介益醤に髭お

むつ忽どを支噂しまず.

甜欄け開制 ーフラ J卜，イプ"蛸)

ト プ か ソ ， イ プ 叩 リ ハ ピ リ " ン ツタイ

プ叫)振とい川 (240枚、のうt" ，，-rtl 

か 1刷 {必むつかレl伴内糊 砂珊

雀宅ω.以上で 介班傑険の.介n定が ro介重
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ザーピスデイザーピヌ ショートステイ 島問入

浴ヲ ピス忽ど".介省保険回慮に昼づき利用して

くださし、

{申し込み 問い合わttl市役所高働者福祉限

または最寄りの在t介濠支後七 J ターへe
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-児童手当の申陶

争豆旦皇皇蓋盆主
所得年再まが恋わります

.~' 5月例1前から児童刊の"‘R止なる所得年賓が前年の耐

偽(平成"今中所得】に愛わります

制する可錐tt~，1;.るの i 判，受けでいいi人や以前惜し

て所得制限鉦値過などのfめ却下，怠った人{.， 6)Uらは処童手

吋..げるc，ヒができる喝合もあります

争宣給対象が.麓務教育就掌前の

ljp童Ii:;:置で拡大許れます

岨刊誌の改正にH 川~."， ¥¥'.a刊の支給付肺酬

."献歩前の見定{平~.. 事4月 '8盆，.以降の兜貧"までまま

kL， 6111遣するM以後の綬"に迎える'"分it'T"唱を受ける

】とができるよう iなります
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扶聾量.専の世 。人 1人 2人 3人 4人 5人

.量F当固民平量掴λ孟，量t圃λ.'
， '" 

，，. 2 5 4 
， "' " 0 " ， 

軒両佑村 l軍H 主唖掴人書)
" ， . "' H' . "' " ， '" 

I聞い8わ旬l市役樹兇<<霞へ。

ω
 

• 
よM舗

“
 



北島出彊蹄包71-1017現a拙温所管930001お知5tt.l!iOl地置所ft44-1001

行

政

〈
t
i
f
f
i
n
-

H
1
2
1
内
に
E
し
生

i

l

i

t

 

i
:
仁
犠
ず
る
も
i
z

f
a
i
j
 

て
い
t
r
u
f
-
-

司令

t
自支・・

2

・】高飾区寸sf門
人
喰
唱
?

?
州

A
-

【噂
し
E
a
L
Z
印
鑑
住
民
刻
一
慢
帯
a
g
私

uR幽明炭小の且膏修令闘の写し}保塵持

品の

-
E
z
-
-の
t
・

2
S
E
A
-
-
a
 

E
4
0
Z
E
-
-
s
 

lピ

f
E
t
u
i
-

一母子宮
7
2
i
E
?
と
し
て

品や

L
A
2
7
E
E

E
の
z
z
n
z
t
Z
L
l

市街耐兜盆

'E毎
週
"
、
会
岨
付
午

a

A
4
・5

鴎

i

z
f
a
i
 時

γ
後
3
"
3

公民館の閉館
H
U休
み

詰

E
z
p
i
t
-
の

であらかじめE予
約
【

E
fニ

EAVして〈どさい

〈bL〈は市役断拠Raへ

園
土
地
区
画
整
理
寧
鑑累
計
画

型
車
)の
躍
貰

J
肉
療
禽
睡
眠
甫
樋
屋

-&R'A幽
麻
樹
岡
崎
仰
£

t

‘υ円
副
・
曙
'
省

m

i
i
jす

纏
-
面
詰
岡
市

5
月
間
日
劇

nMm守
前

e
e
時
季
、
午
後
B
時
円
分

'
a
‘.um

z
R
a
z
a
A
E
T
・
-
-

!
?
i
A
P
 

E
S
E
E
t
E
S
 

U
L
-
-
i
P
E
s
t
 

u
E
Z
E
t
-
F
Z
i
 

n
-
-
i
t
 

L
t
u
gヘ

!SE 
官主更

:i; 

人権4コマまんがシリズ

T
H
一

鍍

向

B
H

嶋おい
f
向
常
れ
主

S
R
I
E
2
3戸
第

凶

守

主
住
吉

;
E
F
t
-

Z巾
A
t
t
-
-君
5

川
附
l
i
z
-
-
a
u
m

z
i
z
a
s
-

-
u
i
日
l
r
i

j
j
t受

H
g
i
u
S
I
m
 

i
-
-
!
 

?
て
〈
だ
さ
い
i
R
2

1
E
F
Z
E
E
-
e
 

〈

?
i
i

圃
市
民
体
育
大
金
へ
申

国
軍
で
白
菜
畑帽
を
規
制

E
s
s
e
-目
白

i

寸
E合
R
i
g
-公
団

2
2
5
1
1
1合
I
T
e

l
寸ので422aしで〈

ださいの4F・お謝
f

入句会どの案内についてほ

;ー
;
。A
i
t
-
o

oeELて〈ださい

神
功
小
学
校

一

徳
野
知
子
さ
ん

一
，" 

一
病
没
家
庭
専
児
童
富

壷

病気象どで父
g
'
U
M場
e
t
，、I
L

i
f
z
F
E
-
-
"
 

が

4
t
I
S
L
2
2
・
3

か川凶内山中温閉され又・AW6・り・?

L

j

i

-

-
君
奨
学
生
を
募
集

t
u
E
事

z
z
tを

"・・にえ船寸る栖幽冒礎学盆の健
@
ι
4
t
g

-aRL-す(ゐ・債のゆから令句躍の

縄
乍
唯
舎
は
川
砲
し
ezAτ

目安・・Rg
Lu'naa胃盛じ定めるa

i
-
-
z
k
?
人

宇
【
旗
手
院
を
除
〈
】
幻
よ

σ
」

れ

』

り

6

手る学校(市長ZTEのに隈

互に草しているAFkrLZ

?
F
1
4
1
t
s
 



二条大路商了畠，.1・"知 5tt〒630.a580市健閉包34-1111何

5
月
四
日
は

水
道
料
金
口
座
鍾
醤
図
で
す
・

一般代町 C.\Jt歌集 ... t\ ... r. ~ 1 1i!に口 一 復 期 金4l~ Lfit T 

iiiiiEiiiifFifHjhZ雇へSZITitijfiiE 
;ihtlilt自ii;iifI1iiZ喜iiiロtmsti』量
化叫ぴ}一家ト)-j‘婦たに… 叫 … 品 企" .. 

m~~~ 室員 E ょ:t? 4V11見書ES詳25謹 1E品Jr-t t 聖
iiEij!ijEiず;jiltip i日常珍 !;諜
E14taれdkaf量15j hE3叩 12

で
市
街
L
て
く
だ
さ
い

-
S
Zは
E

E
Zに
あ

i
t

〈
わ
し
く
ほ
員
(
左
京
千

a

一。。)へ

e 
七

圃
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
l
マ
1

.
ケ
ッ
ト
出
居
者
募
集

「
ご
み
ゼ
ロ
の
図
令
ら
リ
品
マ
イ
ク
ル
ア

エ
ス
，
L

で一行
う
リ
守
イ
ク
ん
ヲ
リ

マ

f
L
E
R
S
‘L
1・

E内
で
釦
買
っ
て
L

る
工
会
〈
ー

た
も
の
や
告
を
〈

2
2
m
u
z
z

Tき
て

プ

リ

lマ
lf
ト主し

み
ま
せ
ん
か

と
を

5
H泊
目
仰
庁
前
川
崎
1
1

午
後
2

時

マ
と
ご
ろ
τ

市
樟
礎
清
食
セ
ン
タ
ー

〔
左
京
五

I
U〕

-w
車
で
園
遊
山
号
舗
帽
を
&

に

一

保

理

を

a
i
A
A関

E
Z
E
4
空
襲

2

・

1

i

:
E
E
ω
 

i
T
i
p
-な

ど
の

E

r

E人

T
E
Z志
グ
ル

プ

--
幽
窟
酉
且句

家
臨
内
で
限
勺
て
L

る
不

E
Zで
次
め
よ
う

tの
古

銅
線
価
問
矧

【

H
m緩
貨

u
R
・
用
品
な
ど
}

⑦
字
ど
も
置
お
も
ら
や
頒

ayz悶
悶

〔

リ

:
ー
ム
a
f
R
a
mし
た
も
の

e

z
E
S
S
E
a
-れ

る

も
の
コ
ピ

1
R

〈
じ
ぴ

:
E
E
4
 

可

-E僧

1
催
予
円
の
山
間
前

寄
付
金
を
お
願
、

し
ま
す

1徴

収

v
'由申
し
込

み

ー往
復
は
が
き

ト

閉

体

得

代

表

1
2氏
名
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制凶山 崎 11，
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世世9単盆産"登録された

"らし"広〈知ってもらおうと
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わっています..良。来ていただ~ .. "良の文化ゃ

歴史をぜひ字んで〈どさいjとあいさヲし2しfc，
このあと 作家の二海本門さんと杉本信f怪人

前偉大学乞昔話股綬の上側E・置きん 司巨大.脅畏の上

司オk・3んによる鶴清があ句 会場，概め1，(<した

7知人の剛容は 儀後£で保.(.1:11さ入町 窃良に<

を省守ているようでL佐e
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-市役痛の密福 相.. 

困ったときは買軽に相談してください

市役所の告種相
色分野の専門家が み忽さん ¢ 相 ""こ応じます. ，目霊安 手無料 秘密は厳守しぎす.

忽お姻桜臼怠祝Bを除き ぎす.

活律 相畿(予約制) 行 政 相 般 財務 会計相模

と晋 .掴"車曜日午前日時、正午、干 と曹 悔週第 ;火曜日午植 I時 と曹毎週第 1. 3 IJ圃 日下前9時

笹 I時、4時"匹， ;舟曜日は骨骨町み， ，、4時 .ところ l制宜所行政相量軍 一正 ， 争とこる 市"南市J~相品皇室
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